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講評 

 

難易度：やや難化 分量：昨年並み 一次合格ライン：６０％（正規合格なら７０％） 

 

１ゴムひもにより繋がれた２球の衝突と単振動の問題であり、ゴムひもを切った時のばね定数の扱い方が重要となる。 

２ピストン付き容器内での気体の状態変化の問題と動く反射体によるドップラー効果の問題である。 

３直線電流がつくる磁場の合成で、誘導に乗れば計算が楽になる。 

 

２・３は標準的な問題であるが、１はやや難しい問題となっている。 

 
 
 


